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JJ--POWERPOWER概要概要

商 号 ｜電源開発株式会社

設 立 ｜1952年(昭和27年)9月16日

資本金(百万円） ｜152,449(2008年3月31日現在)  

従業員数（単体） ｜2,201名(2008年3月31日現在)  

事業内容 ｜電気事業

発電設備 ｜全国６７ヶ所に発電所保有

発電出力 ｜１７，４７２，８３０ＫＷ（2008.6.30現在）
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当社卸電気事業モデルと当社卸電気事業モデルと
PFIPFI事業スキームの親和性事業スキームの親和性

長期回収ＣＦ

建設

保守・運営

費用回収
時間

設備投資できる資金調達力

・これらすべてを兼ね備えた総合力
・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを立ち上げ、運営してきた実績
（国内外で数多くの発電所を建設･運営）

多くの関係者との調整能力
事業マネジメント能力 長期に渡るＯ＆Ｍ実績・技術力

長期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを頼める信用力
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水道水道PFIPFIにおける官民の役割分担ｲﾒｰｼﾞにおける官民の役割分担ｲﾒｰｼﾞ

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ＳＰＣ(民間)にて実施 

 ・資金調達 

 ・施設建設・運営等 

取水 
検針 

料金徴収 
送水 

 浄水 

浄水場管理 

水質管理 

送配水 

自治体にて実施 長期 

PPP契約 

5

民間にて実施

・施設運営

・資金調達
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SPC（PFI事業会社） 
 
【資金調達】 
 1.出資 
     弊社      ： ○○％ 
     ﾌﾟﾗﾝﾄﾒｰｶｰ等： ○○％ 
 2.国庫補助金 
 3.株主ローン 
 4.プロファイ融資 
 
【要員】 
 所長等：弊社/ﾌﾟﾗﾝﾄﾒｰｶｰ等(有資格者) 
 

自治体 
第三者委託 

PFI 契約 

弊社 ﾌﾟﾗﾝﾄﾒｰｶｰ
ゼネコン等 

弊社等 

ﾌﾟﾛﾏﾈ(ｵｰﾅｰｺﾝｻﾙ)契約 

（FA含む計画取纏め） 
EPC契約 O&M契約 

ﾘｻｲｸﾙ会社 
汚泥 

引取契約 

長期O&M 

ｻﾎﾟｰﾄ契約 

銀行 
ﾌﾟﾛﾌｧｲ契約 

ＰＦＩ参画イメージＰＦＩ参画イメージ（浄水場整備・運営）（浄水場整備・運営）
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ⅡⅡ．．取組事例取組事例

（１）（１）ＰＦＩへの取組みＰＦＩへの取組み

（２）（２）水道事業事例水道事業事例
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⇒ 事業者として
・ 東京都 金町浄水場ＰＦＩモデル事業 （※ＰＦＩ法成立前）
・ 福岡県 大牟田リサイクル発電事業 （※ＰＦＩ法成立前）
・ 神奈川県 寒川浄水場排水処理施設特定事業
・ 愛知県 名古屋市鳴海清掃工場整備・運営事業
・ 千葉県 江戸川浄水場排水処理施設整備事業

⇒ ＰＦＩアドバイザーとして
・ 岡山市 当新田余熱利用施設PFI事業
・ 岡山市 東部余熱利用施設PFI事業
・ 愛知県 豊橋市資源化センター余熱利用施設整備・運営事業

⇒ 技術コンサルタントとして
・ 埼玉県 彩の国資源循環工場整備事業

⇒ PFI/PPP推進協議会 会長会社（H15年度より）

J POWERJ POWERののPFIPFIへの取組みへの取組み

事業者として事業者として““ﾌﾟﾗﾝﾄ系ﾌﾟﾗﾝﾄ系PFIPFI”” 、、PFIPFIｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰとしてｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰとして““箱ﾓﾉ箱ﾓﾉPFIPFI””
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J POWERJ POWERののPFIPFIへのへの取組み事例取組み事例
((神奈川県神奈川県 寒川浄水場排水処理施設特定事業寒川浄水場排水処理施設特定事業))

• 事業スケジュール
‒ 設計・建設：平成１５年１２月～平成１８年３月
‒ 維持管理運営：平成１８年４月～平成３８年３月

• 事業概要
［出資比率］ 月島機械：５０％、富士電気：２０％、電源開発：１５％、

日立造船：10％他

［整備対象施設及び整備条件］
整備施設：脱水施設（濃縮施設は既設流用)。無薬注で含水率35％以下。

［事業費］ サービス購入費総額約１４９億円／２０年

［事業内容］

１)寒川浄水場排水処理施設の脱水施設の更新を行い、既存の濃縮施設と合

わせた維持管理・運営業務を実施する（ＢＴＯ方式）。

２)排水処理後の浄水汚泥の再利用業務を実施する。
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寒川浄水場排水処理施設特定事業の事業範囲

PFI事業範囲
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江戸川浄水場排水処理施設パース

江戸川浄水場排水処理施設写真
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大牟田水道事業大牟田水道事業
（フレッシュ・ウォーター三池）（フレッシュ・ウォーター三池）

一般顧客
大牟田市
荒尾市

浄水委託

福岡県県工水ろ過・圧送

三井関連企業

対象業務

取水 送水 浄水 配水 料金回
収

近隣企業

専用水道

FWM社

≪資産≫
水利権(７万㎥/d)

浄水場
関連設備

≪業務内容≫
維持管理
運営

※浄水場の維持管理・運営が中心。※各事業によりFWM社の実施業務範囲は異なる
（浄水委託、県工水ろ過・圧送は上記の一部業務のみ実施）

自家用工業用水

•三井鉱山より同社水道事業子会社（FWM）の株式取得（2007年7月）
•大牟田水道事業は、専用水道・自家用工業用水（関連事業への鉱工業用水及び飲料水の供給、鉱害補償給
水家屋への給水）を目的としていたが、市水道が普及するまでの暫定措置として一般の需要に応えているもの。
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大牟田水道事業現況
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ⅢⅢ．．海外海外水道ＰＦＩ事業の課題(当社ｲﾒｰｼﾞ)

（１）（１）事業範囲事業範囲

（２）（２）リスク分担リスク分担
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【想定される事業範囲】

（１）（１）事業範囲イメージ事業範囲イメージ
①事業完結型（独立採算イメージ）①事業完結型（独立採算イメージ）
⇒取水～浄化～配水～料金徴収⇒取水～浄化～配水～料金徴収
②プラント型（サービス購入イメージ）②プラント型（サービス購入イメージ）
⇒浄水場ＢＯＴ等⇒浄水場ＢＯＴ等

（２）（２）望ましいステップ望ましいステップ
法規制や需要変動、社会情勢等が長期に見通せな法規制や需要変動、社会情勢等が長期に見通せな
い場合には、限定的な事業範囲い場合には、限定的な事業範囲//リスク負担からはリスク負担からは

じめる事が望ましい（ﾌｧｲﾅﾝｽ組成も含め）じめる事が望ましい（ﾌｧｲﾅﾝｽ組成も含め）
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○－浄水施設の稼働による第三者損害に対する賠償等第三者賠償リスク

－*○浄水過程で発生する汚泥の処理に関するコスト変動等汚泥処理リスク

－○物価変動に起因するコスト増物価変動リスク

○－オペレーションミス／プラント性能劣化等によるコスト増ｻｰﾋﾞｽ水準未達リスク

△○需要変動に起因する収入変動等需要変動リスク

－○原水水質の悪化、渇水等による事業実施への支障等原水水質悪化・渇水リスク

－○不可抗力に伴う事象による事業性悪化／事業終了不可抗力リスク

－○税制変更を含む規制変動に伴う事業性悪化等規制変動リスク

民官リスクの内容リスクの種類

リスク分担

水道ＰＦＩ事業での基本的な官民のリスク分担イメージ水道ＰＦＩ事業での基本的な官民のリスク分担イメージ
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【今後のJ-POWERの取り組み】

１．現在実施中の事業案件の着実な実施
⇒寒川・江戸川・大牟田水道事業の着実な実施と事業（技術）
ノウハウの積上げ実施

２．公募予定の水道PFI案件の獲得【短期的目標】
３．水道事業の将来像を見据えた事業機会創出【中長期的目標】
⇒事業分野・領域の見極め
⇒パートナー戦略の確立
⇒海外市場展開のための基盤整理
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総合水事業会社

三菱商事㈱
（５０％）

日本ヘルス工業㈱
（５０％）

海外水事業への
参画実績

全国最多・最長の
水道施設管理実績

安定した財務基盤
Moody’s 格付け：A1/P-1

S&P 格付け： A+/A-1

安定した財務基盤
Moody’s 格付け：A1/P-1

S&P 格付け： A+/A-1

上下水道運営維持管理の雄
独自のO&M包括賠償責任保険

上下水道運営維持管理の雄
独自のO&M包括賠償責任保険



三菱商事株式会社（５０％）

日本ヘルス工業株式会社（５０％）

株 主

平成１２年７月２５日設 立 日

北海道、神奈川、長野、岐阜、広島、
徳島、松山、福岡、長崎、宮崎、他

事 務 所

東京都千代田区九段北４－３－２４本 社

株式会社ジャパンウォーター会 社 名



１５０箇所その他

８２箇所農漁業集落排水処理施設

１２箇所し尿処理施設

１１箇所ごみ処理施設

３４９箇所流域・公共主要ポンプ場

２３９箇所公共下水道処理施設

３５箇所流域下水道処理施設

浄水場：１８５箇所
その他水道施設：２２３箇所

上水施設

水処理施設の維持管理専業で日本国内で唯一全国展開

４３都道府県、４０８施設の受託実績

水道技術管理者在籍数：１４９名



長野市
管工事組合との

協業案件 千葉県長門川
全国初の

ＤＢＯ一体契約

****ﾕｰﾃｨﾘﾃｨﾕｰﾃｨﾘﾃｨﾕｰﾃｨﾘﾃｨﾕｰﾃｨﾘﾃｨ調達等調達等調達等調達等をををを含含含含むむむむ包括包括包括包括
運転業務委託運転業務委託運転業務委託運転業務委託

****各浄配水場各浄配水場各浄配水場各浄配水場のののの修繕修繕修繕修繕・・・・更新業更新業更新業更新業
務務務務とそのとそのとそのとその設計業務設計業務設計業務設計業務

岐阜県
県営用水事業の

受託

徳島県松茂町
検針業務

新居浜市
保守点検業務

秋田県
工業用水初の
指定管理者

愛媛県松前町
修繕業務を含む
法定包括委託

松山市
包括的な運転委託

****上水道及上水道及上水道及上水道及びびびび工業用水道工業用水道工業用水道工業用水道２２２２
系統系統系統系統のののの送水管理送水管理送水管理送水管理

****市内市内市内市内へのへのへのへの配水配水配水配水・・・・給水圧給水圧給水圧給水圧をををを
コントロールコントロールコントロールコントロール

長崎県諫早市
257箇所の施設管理

宮崎市
上水・簡水
巡回管理及び
夜間運転監視

広島県三次市
全国初の全面委託

凡例凡例凡例凡例

広島県三次市
合併後広域管理

ＪＷの実績
（平成２０年６月現在）

法定委託

包括的な委託

一部委託

指定管理者

その他

東京都森ヶ崎
PFI発電事業
への参画

契約件数契約件数契約件数契約件数：：：：２２２２２２２２件件件件
現場数現場数現場数現場数 ：：：：１４１４１４１４ヶヶヶヶ所所所所

石狩市(’08.4より）

北海道初の
法定包括委託

中標津町(’08.6より）

地元企業とのJVに
よる法定委託



長門川
第三者委託
業務範囲

※平成19年5月22日厚生労働省水道課作成
「水道の維持管理について質問事項への回答」別紙１を活用



1.1.1.1.水源施設水源施設水源施設水源施設

2.2.2.2.導水施設導水施設導水施設導水施設

4.4.4.4.送水施設送水施設送水施設送水施設

5.5.5.5.配水施設配水施設配水施設配水施設

3.3.3.3.浄水施設浄水施設浄水施設浄水施設

基本事項基本事項基本事項基本事項
事業運営に係る法令・制度/資金調達/施設に付随する資機材・薬品調達と将来的な調達可否/収入リスク
分析（事業スキームにより異なるがリスクに見合う収入（料金設定自由度））/ 給水水質、給水量の設定条
件/開発計画の影響（人口・土地開発等）/ 環境基準など法的要件における将来収益への影響/ 政府保
証（収入・カントリーリスク等）、各々施設サイトにおけるインフラ整備 etc

＊＊＊＊水質水質水質水質・・・・水量等水量等水量等水量等のののの分析分析分析分析・・・・解析解析解析解析 最適な処理プロセスの設定及び運営段階での送水水質リスク対策
国家基準項目に関係なく、可能な水質項目の全てを分析/過去10年間程度の資料で変動範囲等を把握/
気象条件、上流域の地形、地質、保水状況等を考慮して水量を把握/水量変動による水質変動可能性把握

＊＊＊＊地形地形地形地形・・・・地質等地質等地質等地質等のののの把握把握把握把握 最適な安定輸送手段の設定及び運営段階での輸送リスク対策
地質、地形の状況、気象及び地震等過去の状況を考慮、浄水場との位置関係/開路、パイプの適否/全経
路について土地収用の条件等及び周辺事情（宅地・農地等の種別）を把握

＊＊＊＊運営運営運営運営・・・・建設建設建設建設コストコストコストコストのののの最小化最小化最小化最小化 地形、地質の状況、水源との位置関係/水源水質・水量解析に基づく最適
プロセスによる設計（シンプル）/汎用品の多用化/地場企業の有無（管理・建設・設備・調達等）/地場人材
レベルに応じた自動化程度の選定

＊＊＊＊地形地形地形地形・・・・地質等地質等地質等地質等のののの把握把握把握把握 最適な安定輸送手段の設定及び運営段階での輸送リスク対策
地質、地形の状況、気象及び地震等過去の状況を考慮、浄水場との位置関係/圧力送水、自然流下の適
否/全経路について土地収用の条件等及び周辺事情（宅地・農地等の種別）を把握

送水施設と同様




